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【 ９／４～９ 】  聖歌 ６０３番「声をあわせ」（２） 

ルカによる福音書 １４・26－30（25－33） 

 「もし、だれかがわたしのもとに来るとしても、父、母、妻、子供、兄弟、姉妹を、更に自分の命であろう

とも、これを憎まないなら、わたしの弟子ではありえない。自分の十字架を背負ってついて来る者でなければ、

だれであれ、わたしの弟子でありえない。あなたがたのうち、塔を建てようとするとき、造り上げるのに十分

な費用があるかどうか、まず腰をすえて計算しない者がいるだろうか。そうしないと、土台を築いただけで完

成できず、見ていた人々は皆あざけって、『あの人は建て始めたが、完成することはできなかった』と言うだろ

う。自分の持ち物を一切捨てないならば、あなたがたのだれ一人としてわたしの弟子ではありえない。」 

 

【 ９／１２～１６ 】  聖歌 プリント「祈りもとめる」 

ルカによる福音書 １５・1－7（1－32） 

徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の人々や律法学者たち

は、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。そこで、イエスは次のたと

えを話された。「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹を見失ったとすれば、九十九匹

を野原に残して、見失った一匹を見つけ出すまで捜しまわらないだろうか。そして、見つけたら、喜んでその

羊を担いで、家に帰り、友達や近所の人々を呼び集めて、『見失った羊を見つけたので、一緒に喜んでください』

と言うであろう。言っておくが、このように、悔い改める一人の罪人については、悔い改める必要のない九十

九人の正しい人についてよりも大きな喜びが天にある。」 

 

【 ９／２０～２３ 】  聖歌 プリント「私をお使い下さい」（１） 

ルカによる福音書 １６・10－13（1－13） 

 「ごく小さな事に忠実な者は、大きな事にも忠実である。ごく小さな事に不忠実な者は、大きな事にも不忠

実である。だから、不正にまみれた富について忠実でなければ、だれがあなたがたに本当に価値あるものを任

せるだろうか。また、他人のものについて忠実でなければ、だれがあなたがたのものを与えてくれるだろうか。

どんな召し使いも二人の主人に仕えることはできない。一方を憎んで他方を愛するか、一方に親しんで他方を

軽んじるか、どちらかである。あなたがたは、神と富とに仕えることはできない。」 

 

【 ９／２６～３０ 】  聖歌 プリント「私をお使い下さい」（２） 

ルカによる福音書 １６・24ｂ－26（19－31） 

 『父アブラハムよ、わたしを憐れんでください。ラザロをよこして、指先を水に浸し、わたしの舌を冷やさ

せてください。わたしはこの炎の中でもだえ苦しんでいます。』しかし、アブラハムは言った。『子よ、思い出

してみるがよい。お前は生きている間に良いものをもらっていたが、ラザロは反対に悪いものをもらっていた。

今は、ここで慰められ、お前はもだえ苦しむのだ。そればかりか、わたしたちとお前たちの間には大きな淵が

あって、ここからお前たちの方へ渡ろうとしてもできないし、そこからわたしたちの方に超えて来ることもで

きない。』 

 

【 １０／３～７ 】  聖歌 ３０５番「み母マリア」（２） 

ルカによる福音書 １７・7－10（5－10） 

 あなたがたのうちだれかに、畑を耕すか羊を飼うかする僕がいる場合、その僕が畑から帰って来たとき、『す

ぐ来て食事の席に着きなさい』と言う者がいるだろうか。むしろ、『夕食の用意をしてくれ。腰に帯を締め、わ

たしが食事を済ますまで給仕してくれ。お前はその後で食事をしなさい』と言うのではなかろうか。命じられ

たことを果たしたからといって、主人は僕に感謝するだろうか。あなたがたも同じことだ。自分に命じられた

ことをみな果たしたら、『わたしどもは取るに足りない僕です。しなければならないことをしただけです』と言

いなさい。 



 

 

【 １０／１１～１４ 】  聖歌 ４４２番「やさしきみ母」（１） 

ルカによる福音書 １７・11－19（11－19） 

 イエスはエルサレムへ上る途中、サマリアとガリラヤの間を通られた。ある村に入ると、重い皮膚病を患っ

ている十人の人が出迎え、遠くの方に立ち止まったまま、声を張り上げて、「イエスさま、先生、どうか、わた

したちを憐れんでください」と言った。イエスは重い皮膚病を患っている人たちを見て、「祭司たちのところに

行って、体を見せなさい」と言われた。彼らは、そこへ行く途中で清くされた。その中の一人は、自分がいや

されたのを知って、大声で神を賛美しながら戻ってきた。そして、イエスの足もとにひれ伏して感謝した。こ

の人はサマリア人だった。そこで、イエスは言われた。「清くされたのは十人ではなかったか。ほかの九人はど

こにいるのか。この外国人のほかに、神を賛美するために戻って来た者はいないのか。」それから、イエスはそ

の人に言われた。「立ち上がって、行きなさい。あなたの信仰があなたを救った。」 

 

【 １０／１７～２１ 】  聖歌 ４４２番「やさしきみ母」（２） 

ルカによる福音書 １８・1－8（1－8） 

 イエスは、気を落とさずに絶えず祈らなければならないことを教えるために、弟子たちにたとえを話された。

「ある町に、神を畏れず人を人とも思わない裁判官がいた。ところが、その町に一人のやもめがいて、裁判官

のところに来ては、『相手を裁いて、わたしを守ってください』と言っていた。裁判官は、しばらくの間は取り

合おうとはしなかった。しかし、その後に考えた。『自分は神など畏れないし、人を人とも思わない。しかし、

あのやもめは、うるさくてかなわないから、彼女のために裁判をしてやろう。さもないと、ひっきりなしにや

って来て、わたしをさんざんな目に遭わすにちがいない。』」それから、主は言われた。「この不正な裁判官の言

いぐさを聞きなさい。まして神は、昼も夜も叫び求めている選ばれた人たちのために裁きを行わずに、彼らを

いつまでもほうっておかれることがあろうか。言っておくが、神は速やかに裁いてくださる。しかし、人の子

が来るとき、果たして地上に信仰を見いだすだろうか。」 

 

【 １０／２４～２８ 】  聖歌 １３番「主こそわがほまれ」（２） 

ルカによる福音書 １８・9－14（9－14） 

 自分は正しい人間だとうぬぼれて、他人を見下している人々に対しても、イエスは次のたとえを話された。

「二人の人が祈るために神殿に上った。一人はファリサイ派の人で、もう一人は徴税人だった。ファリサイ派

の人は立って、心の中でこのように祈った。『神様、わたしはほかの人たちのように、奪い取る者、不正な者、

姦通を犯す者ではなく、また、この徴税人のような者でもないことを感謝します。わたしは週に二度断食し、

全収入の十分の一を献げています。』ところが、徴税人は遠くに立って、目を天に上げようともせず、胸を打ち

ながら言った。『神様、罪人のわたしを憐れんでください。』言っておくが、義とされて家に帰ったのは、この

人であって、あのファリサイ派の人ではない。だれでも高ぶる者は低くされ、へりくだる者は高められる。」 

 

【 １０／３１～１１／４ 】  聖歌 プリント「アーメンハレルヤ」（１） 

ルカによる福音書 １９・1－10（1－10） 

 イエスはエリコに入り、町を通っておられた。そこにザアカイという人がいた。この人は徴税人の頭で、金

持ちであった。イエスがどんな人か見ようとしたが、背が低かったので、群衆に遮られて見ることができなか

った。それで、イエスを見るために、走って先回りし、いちじく桑の木に登った。そこを通り過ぎようとして

おられたからである。イエスはその場所に来ると、上を見上げて言われた。「ザアカイ、急いで降りて来なさい。

今日は、ぜひあなたの家に泊まりたい。」ザアカイは急いで降りて来て、喜んでイエスを迎えた。これを見た人

たちは皆つぶやいた。「あの人は罪深い男のところに行って宿をとった。」しかし、ザアカイは立ち上がって、

主に言った。「主よ、わたしは財産の半分を貧しい人々に施します。また、だれかから何かだまし取っていたら、

それを四倍にして返します。」イエスは言われた。「今日、救いがこの家を訪れた。この人もアブラハムの子な

のだから。人の子は、失われたものを捜して救うためにきたのである。」 

  


